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摘果果実：A

全体 全体 可食部 全体 可食部

豊水-1 0.12 0.032 0.035 26 28

豊水-2 0.21 0.052 0.052 25 25

豊水-3 0.21 0.043 0.033 21 16

豊水-4 0.13 0.033 0.040 26 32

豊水-5 0.14 0.027 0.029 19 20

平均±標準偏差 0.16±0.04 0.037±0.010 0.038±0.009 23±3 24±6

表２　ナシ（豊水）の
137
Cs濃度（Bq/kg生）

試料名
成熟果実：B B/A×100（％）

摘果果実：A

全体 全体 可食部

豊水-1 0.033 <0.012 <0.013

豊水-2 0.058 <0.013 0.016

豊水-3 0.060 <0.014 <0.014

豊水-4 0.046 <0.015 <0.013

豊水-5 0.044 <0.017 <0.012

平均±標準偏差 0.048±0.011 - 0.003±0.007

注：平均値は不検出を０として計算した。

成熟果実：B
試料名

表１　ナシ（豊水）の
134
Cs濃度（Bq/kg生）

摘果果実を用いたナシ成熟果実の放射性セシウム濃度の推定 

Prediction of Radiocaesium Concentration in Japanese Ripe Pear Fruit 

Using That in Thinned-out Pear Fruit 
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１．はじめに 

農作物の安全性を確保するためには、収穫時に検査をすることが重要であるが、収穫前におおよ

その値を推定することができれば、収穫時検査の要否の判断や検査を効率的に行うことが可能にな

る。農作物の放射性セシウム濃度を推定する方法としては、土壌中の放射性セシウム濃度から移行

係数を用いて推定する方法があるが、移行係数は土壌の性質等により異なることから、予測を難し

くしている。そこで、ナシ（豊水）について、摘果果実を用いた成熟果実の放射性セシウム濃度の

推定の可能性について検討するため、摘果果実と成熟果実の放射性セシウム濃度について調べた。 

２．方法 

試料（豊水）の採取については、5 本の樹を選定し、選定した樹ごとに摘果果実（約 3～4kg）およ

び成熟果実（全体用および可食部用各約 3～4kg）を採取した。摘果果実は開花期（盛り）後約 40 日

頃（2015 年 5 月）、成熟果実は開花期（盛り）後約 140 日頃（同年 9 月）に採取した。試料は水洗し、

全体または可食部（皮および芯部を除く）を 450℃で灰化後 U-8 容器に充填し、Ge 半導体検出器を用

いてγ線スペクトロメトリーを行い核種を定量した。 

３．結果および考察 

 得られた結果を表 1 および表 2 に示す。134Cs については、摘果果実では全ての検体から検出（0.033

～0.060（0.048±0.011：平均±標準偏差、以下同）Bq/kg 生）されたが、成熟果実では全体からは検

出されず、可食部の 1 検体から検出（0.016Bq/kg 生）

された。137Cs については、摘果果実および成熟果実の

全ての検体から検出され、その濃度は摘果果実：0.12

～0.21（0.16±0.04）Bq/kg 生、成熟果実（全体）：

0.027～0.052（0.037±0.010）Bq/kg 生および成熟果

実（可食部）：0.029～0.052（0.038±0.009）Bq/kg

生であった。摘果果実および成熟果実の放射性セシウ

ム濃度は、樹体によって大きな違いはみられなかった。

また、成熟果実の全体と可食部についても大きな違い

はみられなかった。成熟果実（可食部）で放射性セシ

ウム濃度（134Cs＋137Cs）が最も高か

ったのは豊水-2 の 0.068Bq/kg 生で

あり、一般食品の基準値（100Bq/kg）

の 1/1400 以下であった。 

成熟果実の 137Cs 濃度を摘果果実

の濃度と比較すると、全体および可

食部の 137Cs 濃度は、摘果果実の 19

～26（23±3）％および 16～32（24

±6）％であった。データ数が少ない

ものの、今回調査した範囲では、成熟果実の 137Cs 濃度は摘果果実の約 1/4（最大でも約 1/3）の値で

あり、摘果果実を検査することで成熟果実の安全性を判定できる可能性が示唆された。 
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